
質
問　
近
年
、
保
育
現
場
で
は

気
に
な
る
子
や
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
の
園
児
が
増
え
、
苦
慮
し
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
と
対
策
は
。

答
弁　
気
に
な
る
子
は
、
入
所

児
童
数
の
５
％
か
ら
８
％
程
度

で
、
発
達
障
害
や
養
育
環
境
が

原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

は
、
対
応
に
必
要
な
職
員
の
人

件
費
を
助
成
し
、
保
育
環
境
の

維
持
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
食
生
活

の
変
化
が
影
響
し
て
お
り
、
症

状
の
あ
る
児
童
に
は
受
診
を
勧

奨
し
、
医
師
の
診
断
の
も
と
ア

レ
ル
ギ
ー
物
質
を
除
去
し
た
給

食
や
お
や
つ
を
提
供
し
て
い
る
。

質
問　
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り

ゼ
ロ
歳
児
へ
の
予
防
接
種
が
増

え
て
い
る
が
、
現
状
は
。

答
弁　
出
生
後
１
歳
ま
で
に
受

け
る
定
期
予
防
接
種
は
、
Ｂ
型

肝
炎
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
、
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
各

３
回
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
１
回
で
、
接
種

率
は
95
％
を
超
え
て
い
る
。

　
な
お
、
未
接
種
者
に
は
、
市

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
通
知

等
で
普
及
啓
発
を
行
い
、
乳
幼

児
健
診
や
医
療
機
関
受
診
の
機

会
に
接
種
勧
奨
を
し

て
い
る
。

質
問　
高
崎
経
済
大
学
が
公
立

大
学
法
人
に
移
行
し
て
８
年
に

な
る
が
、
変
化
し
た
点
は
。

答
弁　
大
学
が
策
定
し
た
中
期

計
画
に
基
づ
き
、
時
代
の
流
れ

に
即
し
た
主
体
的
な
大
学
運
営

を
行
え
る
環
境
に
な
っ
た
。
ま

た
、
自
主
的
に
財
産
管
理
を
行

う
こ
と
で
研
究
活
動
な
ど
に
も

柔
軟
に
対
応
で
き
て
い
る
。

質
問　
大
学
が
目
指
し
て
い
る

将
来
像
は
。

答
弁　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対

応
と
地
方
創
生
へ
の
貢
献
が
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
昨
年
度
、

経
済
学
部
に
国
際
学
科
を
開
設

し
、
学
科
生
全
員
が
海
外
留
学

で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
。

　
ま
た
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
人
材
育
成

を
図
っ
て
い
る
。

質
問　
志
願
者
数
と
就
職
率
は
。

答
弁　
昨
年
度
の
志
願
者
数
は

７
９
０
８
人
と
全
国
か
ら
多
く

の
学
生
が
志
願
す
る
大
学
と
な

っ
て
お
り
、
就
職
に
関
し
て
も
、

経
済
学
部
、
地
域
政
策
学
部
と

も
に
98
％
を
超
え
る
非
常
に
高

い
就
職
率
と
な
っ
て

い
る
。

質
問　
昭
和
39
年
に
完
成
し
、

50
年
以
上
が
経
過
し
た
若
田
浄

水
場
の
施
設
更
新
の
考
え
は
。

答
弁　
平
成
26
年
度
に
基
本
設

計
を
策
定
し
、
現
在
、
更
新
の

た
め
の
詳
細
設
計
を
行
っ
て
い

る
。
現
地
で
は
、
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
中
で
あ
り
、
調
査

終
了
後
、
財
政
状
況
も
考
慮
し

な
が
ら
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　
本
市
の
石
綿
セ
メ
ン
ト

管
の
現
状
と
更
新
の
優
先
度
は
。

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
に
お
け

る
施
設
と
管
の
老
朽
化
の
現
状

は
。

答
弁　
40
年
を
経
過
し
た
老
朽

管
の
延
長
は
２
３
７
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は
約

１
１
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

毎
年
、
約
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

更
新
し
て
い
る
が
、
老
朽
管
や

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は
漏
水
の
危

険
性
が
高
い
た
め
、
優
先
的
に

順
次
更
新
し
て
い
る
。
ま
た
、

簡
易
水
道
は
倉
渕
、
箕
郷
、
榛

名
地
域
に
15
カ
所
あ
り
、
昭
和

30
年
代
建
設
の
も
の
が
多
い
。

老
朽
化
し
た
施
設
や
配
水
管
は
、

水
道
事
業
と
同
様
、
修
繕
や
更

新
を
行
い
、
安
全
な
水
道
水
の

安
定
供
給
に
努
め
て

い
く
。

質
問　
県
内
に
来
訪
し
た
観
光

客
を
高
崎
駅
周
辺
か
ら
各
支
所

地
域
に
呼
び
込
む
戦
略
は
。

答
弁　
各
地
域
の
観
光
資
源
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
駅
周
辺
の
大

型
ビ
ジ
ョ
ン
で
放
映
し
た
り
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
な
ど
の
情
報

発
信
を
継
続
し
た
い
。
ま
た
、

複
数
の
周
遊
コ
ー
ス
を
設
定
し

点
在
す
る
資
源
に
付
加
価
値
を

加
え
た
Ｐ
Ｒ
も
考
え
た
い
。
今

後
も
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
は
じ
め
集
客
性
の
高
い
催
し

を
実
施
す
る
こ
と
で
本
市
の
魅

力
と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
さ

ら
な
る
集
客
を
図
り
た
い
。

質
問　
中
小
企
業
の
後
継
者
や

事
業
承
継
問
題
が
深
刻
で
あ
る

が
、
本
市
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

の
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
中
小
企
業
診

断
士
に
よ
る
無
料
相
談
窓
口
を

産
業
創
造
館
に
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
の
事
業
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
後
継
者

バ
ン
ク
の
紹
介
や
国
の
事
業
承

継
支
援
制
度
を
説
明
し
て
い
る
。

　
今
後
も
専
門
知
識
を
持
つ
弁

護
士
や
税
理
士
、
金
融
機
関
と

連
携
を
図
り
円
滑
な
事
業
承
継

へ
の
支
援
に
努
め
た

い
。

質
問　
公
立
幼
稚
園
で
病
気
や

け
が
の
処
置
を
す
る
養
護
教
諭

配
置
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

が
、
現
在
の
対
応
は
。

答
弁　
公
立
幼
稚
園
に
は
養
護

教
諭
が
い
な
い
た
め
、
教
職
員

が
園
医
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
保
健
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

病
気
や
け
が
へ
の
専
門
的
な
対

応
が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
た
め
、

看
護
師
資
格
を
有
す
る
学
校
支

援
員
を
で
き
る
限
り
配
置
す
る

な
ど
園
児
が
安
全
に
園
生
活
を

送
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

質
問　
小
型
鳥
獣
を
捕
獲
す
る

箱
わ
な
の
貸
し
出
し
事
業
で
、

箱
わ
な
を
運
ぶ
手
段
が
な
い
、

貸
し
出
し
期
間
が
短
い
と
い
う

声
に
対
す
る
見
直
し
の
考
え
は
。

答
弁　
11
月
下
旬
か
ら
、
高
齢

者
や
開
庁
時
間
内
の
対
応
が
困

難
な
人
に
対
し
て
、
職
員
が
箱

わ
な
を
配
達
し
、
使
用
後
に
訪

問
回
収
す
る
な
ど
の
対
策
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
箱
わ
な
の
数

が
10
基
で
あ
る
た
め
、
利
用
機

会
の
均
衡
を
目
的
に
貸
し
出
し

期
間
を
２
週
間
と
し
て
い
た
が
、

今
後
、
箱
わ
な
の
数
を
増
や
す

な
ど
利
用
し
や
す
い
運
用
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問　
本
市
を
は
じ
め
、
全
国

各
地
で
障
害
者
法
定
雇
用
率
の

水
増
し
が
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ

た
。
障
が
い
者
と
の
判
断
に
は
、

医
師
の
診
断
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
の
に
、
市
は
自
己
申
告
書

等
で
判
断
し
て
お
り
、
意
図
的

だ
っ
た
の
で
は
と
の
疑
念
が
深

ま
っ
た
。
法
定
雇
用
率
達
成
に

向
け
た
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　
職
員
の
採
用
に
は
、
法

の
規
定
で
能
力
や
人
数
な
ど
の

制
約
が
あ
り
、
単
年
度
で
の
法

定
雇
用
率
達
成
は
困
難
で
あ
る
。

障
害
の
特
性
を
把
握
し
、
適
性

に
応
じ
た
職
場
配
置
な
ど
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
に
努
め
た
い
。

質
問　
国
民
健
康
保
険
の
平
成

29
年
度
の
黒
字
額
27
億
円
の
う

ち
21
億
円
を
基
金
に
積
み
立
て

た
こ
と
で
、
30
年
度
末
の
基
金

残
高
は
大
き
く
増
え
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
高
す
ぎ
る
国
保
税

に
苦
し
む
市
民
の
た
め
に
も
引

き
下
げ
で
き
な
い
か
。

答
弁　
平
成
30
年
度
の
国
保
税

率
算
定
に
当
た
り
、
被
保
険
者

の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
現
状

維
持
と
し
た
。
31
年
度
も
国
保

基
金
を
有
効
に
活
用
し
、
同
様

に
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問　
公
民
館
の
定
義
と
役
割

は
。
ま
た
近
年
建
設
し
た
公
民

館
の
工
事
費
と
新
設
の
考
え
は
。

答
弁　
市
立
公
民
館
は
地
域
住

民
が
集
う
生
涯
学
習
の
拠
点
で

あ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題

解
決
や
地
域
文
化
の
継
承
の
た

め
の
施
設
で
あ
る
。
本
年
度
開

館
し
た
南
八
幡
公
民
館
の
工
事

費
は
約
１
億
９
千
万
円
で
、
新

た
な
公
民
館
建
設
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
た
公
民
館
の
維
持
補

修
や
建
て
替
え
と
併
せ
、
地
域

の
特
性
や
人
口
、
近
隣
公
共
施

設
の
利
用
状
況
を
勘
案
し
調
査

研
究
を
進
め
た
い
。

質
問　
群
馬
南
中
エ
リ
ア
の
人

口
増
に
伴
う
教
室
不
足
の
解
消

に
向
け
た
今
後
の
見
解
は
。

答
弁　
桜
山
小
と
堤
ヶ
岡
小
に

入
学
す
る
児
童
数
の
推
計
に
よ

り
今
後
さ
ら
に
群
馬
南
中
の
生

徒
数
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
教

室
不
足
の
対
応
と
し
て
は
、
転

用
可
能
な
特
別
教
室
を
普
通
教

室
に
切
り
替
え
、
教
室
が
な
い

場
合
に
は
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
設

置
し
て
学
習
環
境
を
確
保
す
る
。

今
後
も
生
徒
数
の
推
移
状
況
を

注
視
し
、
学
校
と
調
整
し
な
が

ら
適
切
に
対
応
し
た

い
。

質
問　
豊
岡
や
八
幡
地
域
な
ど

の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
は
、

３
階
以
上
の
一
時
避
難
場
所
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
市

の
防
災
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、

３
階
建
て
以
上
の
高
層
建
物
を

対
象
と
し
た
一
時
避
難
場
所
の

確
保
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て

い
な
い
町
内
会
に
対
し
て
は
、

必
要
性
を
啓
発
し
、
結
成
を
働

き
掛
け
た
い
と
考
え
る
。

質
問　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ト
イ

レ
洋
式
化
率
50
％
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
そ
の
中
で
、

上
並
榎
庭
球
場
の
洋
式
ト
イ
レ

の
整
備
は
。
ま
た
次
の
群
馬
国

体
開
催
を
見
据
え
、
庭
球
場
の

改
修
が
求
め
ら
れ
る
が
計
画
は
。

答
弁　
庭
球
場
の
ト
イ
レ
は
一

部
和
式
の
た
め
、
利
用
者
の
多

い
管
理
棟
裏
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
考
え
て
い
る
。
多
数
の
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
庭
球
場

で
あ
る
が
、
老
朽
化
に
よ
る
傷

み
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

浜
川
運
動
公
園
の
庭
球
場
整
備

後
の
利
用
状
況
と
比
較
し
な
が

ら
改
修
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

（6）（7）

生徒の増加が見込まれる群馬南中学校 倉渕町三ノ倉の簡水施設

給水人口101人以上5,000人以下に給水する計画の小規模水道事業のこと。

後継者不在の事業主と意欲のある企業家を結びつけ、事業の円滑なバトンタッチを支援する仕組み。

●簡易水道事業

●後継者バンク

まめ知識
常時雇用している労働者のうち、身体障害者や知的障害者を雇用しなければならない割合。
事業主には、この法定雇用率を達成することが義務付けられている。●障害者法定雇用率まめ知識

乳
児
に
対
す
る
予
防
接
種
の
現
状

保

育

環

境
後ご

か
ん閑 

賢け
ん
じ二

（
新
風
会
）

田た
つ
の角 

悦と
き
や
す恭

（
新
風
会
）

高
崎
経
済
大
学
の
運
営

水
道
の
イ
ン
フ
ラ
更
新
逆さ

か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

追お
い
か
わ川 

徳と
く
の
ぶ信

（
新
風
会
）

　

事
業
者
の
後
継
者
問
題

観

光

戦

略

住
宅
地
で
の
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
対
策
の
そ
の
後

公
立
幼
稚
園
に
お
け
る
養
護
教
諭
の
配
置

渡わ
た
な
べ邊 

幹か
ん
じ治

（
新
風
会
）

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

障
が
い
者
に
関
わ
る
諸
問
題
田た

む
ら村 　

理お
さ
む

（
日
本
共
産
党
）

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

豊
岡
地
域
の
防
災
の
取
り
組
み
堀ほ

り
ぐ
ち口 　

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

木き
む
ら村 

純よ
し
あ
き章

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

人
口
増
加
中
の
桜
山
小
校
区
で
の

公
民
館
新
設


